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第
三
回
定
例
会
は
九
月
四
日
に
開
会
し
、
市
長
提
出
議
案
二
十
五
件
、
議
員
提
出
議
案

六
件
、
請
願
一
件
、
陳
情
四
件
を
審
議
し
、
九
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
議

会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
、
さ
ら
に
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
・
副
議
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
八
月
の
月
例
経
済

報
告
で
は
「
景
気
は
回
復
し
て
い

る
」
と
の
報
告
が
さ
れ
、
企
業
部

門
の
好
調
さ
が
家
計
部
門
へ
波
及

し
、
景
気
回
復
が
続
く
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
完
全
失

業
率
は
依
然
と
し
て
高
水
準
を
示

し
、
地
域
経
済
間
の
ば
ら
つ
き
な

ど
、
景
気
回
復
を
実
感
で
き
な
い

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本

市
で
は
、
普
通
交
付
税
の
大
幅
な

減
額
が
決
定
さ
れ
、
平
成
十
八
年

度
座
間
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

一
号
）
は
、
四
千
二
百
八
十
九
万

六
千
円
を
減
額
し
、
総
額
三
百
十

一
億
八
千
百
一
万
五
千
円
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な
内
容

は
、
法
人
市
民
税
が
二
億
千
六
百
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万
円
、
固
定
資
産
税
が
二
億
三
千

六
百
九
十
一
万
円
、
都
市
計
画
税

が
千
二
百
六
十
四
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
す
る
一
方
、
普
通
交
付
税

の
算
定
基
礎
と
な
る
基
準
財
政
収

入
額
が
百
五
十
億
千
六
百
六
十
五

万
八
千
円
と
な
り
、
基
準
財
政
需

要
額
が
百
五
十
三
億
三
千
九
十
一

万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
普
通
交
付
税
は
、
五
億
二

千
三
百
二
十
四
万
六
千
円
を
減
額

し
、
二
億
七
千
六
百
七
十
五
万
四

千
円
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
清
掃
費

の
資
源
物
分
別
収
集
事
業
費
や
教

育
費
の
小
中
学
校
外
国
人
英
語
指

導
助
手
派
遣
事
業
費
等
に
お
け
る

入
札
執
行
残
で
す
。

　

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
内
容

を
精
査
し
た
結
果
、
九
月
二
十
八

日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
水
道
事
業
会
計

決
算
の
状
況
で
は
、
給
水
人
口
が

前
年
度
比
九
百
七
十
五
人
減
の
十

二
万
七
千
二
百
七
十
七
人
に
な
り
、

年
間
配
水
量
も
前
年
度
比
一
万
九

百
三
�
減
の
千
四
百
六
十
六
万
七

千
四
百
三
十
二
�
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
年
間
降
水
量
が
過
去
十

年
間
の
平
均
を
下
回
っ
た
も
の
の
、

安
定
し
た
給
水
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

施
設
整
備
で
は
、
相
模
が
丘
配
水

池
耐
震
改
良
工
事
や
第
一
配
水
場

滅
菌
設
備
設
置
工
事
等
を
行
っ
た

旨
市
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
算
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
事

業
収
益
で
は
、
給
水
人
口
の
減
と

大
口
使
用
企
業
の
専
用
水
道
切
り

か
え
等
に
よ
り
、
二
十
億
千
百
九

十
四
万
千
三
百
三
十
七
円
と
前
年

度
を
八
百
四
十
五
万
五
千
円
ほ
ど

下
回
り
ま
し
た
。
支
出
で
は
、
営

業
費
用
の
修
繕
費
、
人
件
費
及
び

資
産
減
耗
費
の
固
定
資
産
除
却
費

が
減
額
、
ま
た
、
営
業
外
費
用
の

企
業
債
借
り
か
え
に
よ
る
利
息
軽

減
に
よ
り
、
全
体
で
前
年
度
比
千

五
百
九
十
九
万
六
百
九
十
五
円
減

の
十
八
億
八
千
五
百
十
八
万
五
千

七
百
二
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
資
本
的
収
入
に
つ
い
て
は
、

企
業
債
の
借
換
債
等
に
よ
り
、
前

年
度
比
二
千
百
十
二
万
九
千
三
十

七
円
増
の
七
千
三
百
八
十
九
万
八

千
七
百
二
十
八
円
に
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
に
つ
い
て
は
、
建
設

改
良
費
や
有
価
証
券
購
入
費
の
減

に
よ
り
、
前
年
度
比
三
億
八
千
三

百
十
四
万
千
七
百
四
円
減
の
九
億

三
千
六
百
四
十
七
万
四
千
三
百
九

十
八
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
資
本
的
収
入
額
が
支
出
額
に

対
し
て
不
足
す
る
八
億
六
千
二
百

五
十
七
万
五
千
六
百
七
十
円
は
、

減
債
積
立
金
一
億
六
千
九
百
四
十

万
二
千
五
百
九
十
四
円
、
当
年
度

分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
千
五
百
七
十
八
万

六
百
九
十
円
並
び
に
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
六
億
七
千
七
百

三
十
九
万
二
千
三
百
八
十
六
円
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
九
月
二
十
八

日
の
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。
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議
会
で
は
、
二
十
八
日
の
本
会
議
で
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長

に
小
川
成
男
氏
、
副
議
長
に
池
田
徳
晴
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
、
毎
年
九
月
定
例
会
で
役
員
改
選
を
行
っ
て
お
り
、本
年

も
正
副
議
長
の
ほ
か
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、
特

別
委
員
会
委
員
な
ど
す
べ
て
の
役
員
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
に
対

し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
ど
も
は
、
議
員
多

数
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長

及
び
副
議
長
の
要
職
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
共
に
、
そ
の
職
責

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
へ

の
米
陸
軍
新
司
令
部
移
転
問
題
を

は
じ
め
、
財
政
情
勢
な
ど
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す

が
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
議
会
の
責
務
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
市
政
発
展
と
市
民
福
祉

向
上
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
政
並
び
に
市
議
会
へ
の
一
層

の
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

九
月
二
十
八
日
の
本
会
議
に
、
安
川
博
貢
助
役
の
任
期
満
了
に
伴
い
現

在
収
入
役
の
中
戸
川
達
夫
氏
を
選
任
し
た
い
と
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全

員
賛
成
で
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
戸
川
氏
の
任
期
は
平
成
二
十
年
九
月
ま
で
。

　

九
月
二
十
八
日
の
本
会
議
に
、
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
森

田
洋
一
氏
（
南
栗
原
一
丁
目
十
三
番
四
十
七
号
）
を
引
き
続
き
推
薦
し
た

い
と
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会
で
は
適
任
者
と
認
め
、
全
員
賛
成
で
森

田
氏
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。 池田徳晴副議長 小川成男議長
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森
田
洋
一
氏 
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任
あ
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つ


